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                   感想文を書くための支援教材の作成と活用 

－自分の考えを文章で表現しようとする力の育成を目指して－ 

          

                    特別研修員  坂本 裕子  （甘楽町立第一中学校） 

 

 
 

 

Ⅰ 主題設定の理由 

 

中学校学習指導要領では人間形成に資する国語

科の重要な内容として「伝え合う力」の育成・向

上の必要性が述べられている。「伝え合う力」とは、

適切に表現する力、正確に理解する力の総合力で

あり、伝え合うことによって豊かな人間関係を構

築したり、自分の考えを広げたりすることができ

る。伝え合うためにまず必要なことは、伝えるべ

き内容、つまり、自分なりの考えをもつことが重

要だと考える。そして、それは、感じたことや考

えたことを文章に書くという表現活動を通してよ

り明確にすることができる。そのため、伝え合う

力を育成するためには、まず考えを明確にし、表

現するための書く力の育成が重要であると考える。 

 本校の生徒は話すこと・書くことという表現活

動を敬遠する傾向がある。アンケートからは書く

ことに対して、面倒だ、何を書いていいか分から

ない、漢字が書けない、字を書きたくない、書き

方が分からないなどの理由から、特に避けようと

していることが分かる。そこで、自分の考えを文

章で表現しようとする力を育成し、「様々な材料を

基にして自分の考えを深め、自分の立場を明らか

にして論理的に書き表す能力を身に付けさせると

ともに、文章を書くことによって生活を豊かにし

ようとする態度を育てる。」という中学校２・３年

生の「書くこと」の目標達成を目指したい。 

自分の考えを表現するための支援として、考え

る視点や書き方を示すことが必要だと考えている。

文章が書けない生徒は、何を書いていいか分から 

ようである。対話をしながら考えを引き出すと書 

 

 

 

 

 

 

 

き進めることができるので、表現させたい視点や

内容をあらかじめ質問として用意し、生徒はそれ

に答える形式にすることがよいと考えられる。ま

た、コンピュータで書くことにより、生徒が面倒

だと考えている手間を軽減することができるため、

書くことに対する抵抗感を減らし、考えを表現す

ることに意識を向けられると考える。このような

支援教材を作成して活用すれば、自分で感想を書

き進め、自分の考えを表現しようとする力を育成

できると考え、本主題を設定した。 

 

Ⅱ 研究のねらい 

 

中学校国語科の文学教材の指導で、感じたこと

や考えたことを文章で表現するための支援教材を

作成し、活用することによってその有効性を明ら

かにする。 

 

Ⅲ 研究の見通し 

 

コンピュータを利用し、質問に答える形式や書

くヒント・手順を取り入れた感想文を書くための

支援教材を作成して活用すれば、生徒は書くこと

への抵抗感を減らし、感じたことや考えたことを

文章で表現しようとすることができるであろう。 

 

Ⅳ 研究の内容 

                

１ 感想文を書くための支援教材の概要 

(1)  基本的な考え方 

 本教材は、中学２年生の国語科、「人間として生

きる」という大単元のなかの「夏の葬列」という

 

本研究では、中学校国語科「書くこと」において、文学教材を学習した後に感想文を書

くための支援教材を作成した。作成にあたっては、書くための視点を質問の形式で示し、

ヒントとして書き出しの文例も示して、書くことが苦手な生徒も自分で書き進められるよ

うにした。本教材を使って感想文を書くことにより、生徒の書くことへの抵抗感を減らし、

自分の考えを文章で表現することができた。 
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文学教材のまとめの段階で使用する。文学教材を

学習した後で、自分の思いや考えを文章で表現さ

せることを目的としている。 

 本教材は、Web 形式で作成する。それぞれの質

問とヒントをリンクさせ、感想文は一つのワーク

シートに書き重ねていく形式とする。質問を変更

することにより他の教材や一般的な読書感想文に

応用することもできる。 

 そして、書いた感想文を電子掲示板で伝え合う

ことにより考えを広げたり、表現力を高めたりす

ることができると考える。 

ア 考えを表現させるための工夫 

 本校の生徒が文章を書くことを嫌がる大きな原 

因の一つは、書くことに関わる面倒な手間にある。

字を書くという作業、漢字を調べるという作業、

推敲し、清書する作業である。生徒の話や授業の

様子から、このような手間を考えたときに、生徒

は書くことや考えることまで放棄してしまうと推

察する。そこで、本教材では書くことに関わる部 

 

(2) 構成図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

２ 支援教材の内容                            

(1)  トップページ 

トップページ(図１)には、「感想文を書こう」、「使

い方の説明」の二項目を作成し、それぞれリンク

を設定した。「感想文を書こう」からは、感想文を 

分をできるだけ減らし、何を考え、どのように感

じているのか、などを表現することに重点を置く。

また、考えを引き出す手だてとして、質問に答え

るという形式にする。 

イ 個に対応するための工夫 

書くことに対する個人差は大きく、「書くことが

得意」という生徒は少数である。特に感想文のよ

うに、自分の考えを表現するとなると尚更である。

そこで本教材では段階を三つに分け自分の能力に

応じて、自分で選べるようにした。自分で書き進

めることができる生徒は、手書きするような感覚

で、自分の書きたいように感想を書いていく。自

分では何を書いていいのか分からないという生徒

は、示された質問に答える形式で書き進めていく。

質問があっても書けない生徒には、書き出しのヒ

ントを示し、それを参考にしながら書き進められ

るようにする。書くことが苦手な生徒が自分で書

き進められることを目指しているが、生徒の個人

差に配慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図１ トップページ 

書くための質問の一覧に進む。 

 

 

注 （ ）の中は質問の変更例である 
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(2)  使い方の説明 

「使い方の説明」（図２）のページでは、使い方

や注意すべきことについて説明した。また、自分

でコースを選択したり、使い方を把握したりでき

るようにした。 

 

図２ 使い方説明のページ 

 

(3) 感想文を書こう 

「感想文を書こう」をクリックすると質問の一

覧が表示される(図３)。文章が書けない生徒は何

を書けばいいか分からないということが多いので、

生徒に書かせたい内容や気付かせたい視点で問い 

かけし、それに答えるような形式で書き込んでい

く。一つの質問について書き終わるごとに上書き

保存し、トップページに戻ってから次の質問に進

む。質問は 11 番まであるが、10・11 番は質問が

なくても自分で書き進められる生徒のために用意

した。10 番は自由に書くための質問であり、質問 

 

図３ 「感想文を書こう」の問いのページ 

に沿って書き進めた生徒がまとめとして利用する

こともできる。11 番は物語の続きを創作する質問

である。 

問いかけをしても書けない生徒の支援としてヒ

ントを用意した。「ヘルプ」をクリックすると書き

出しの例文が２～３例、示されるようになってい

るので、それを参考にして書くことができる。 

書きたい質問の番号をクリックすると、その質

問が拡大され、書くスペースが表示される。「書き

始める」をクリックすると文書作成ソフトで作成

した原稿用紙が表示されるので自分の考えを入力

する（図４）。また、削除、コピー、入れ替えなど

の作業を簡単に行うことができるので、書き換え

も楽に行うことができる。 

生徒は全ての問いに答える必要はなく、書きた

い問いだけを選んで、書きたい順に書けるように

作成した。 

 

図４ 感想文を書くページ 

 

書き終わったら推敲のページに進み、示された

推敲の視点に沿って、自分の文章を直していく作

業に入る。削除、入れ替えなどが簡単にできるの

で、作文直しは手書きよりやりやすい。終了すれ

ばまとまった感想文となる。仕上がった感想文は

原稿用紙の書式なので、「感想文」というファイル

からそれを印刷することができる。                   

 

 

３ 授業実践計画 

○ 対象     甘楽町立第一中学校  第２学年 

○ 単元名    人間として生きる 「夏の葬列」 

○ 単元の目標  ・強いられた状況の中に生きる人物をとらえ、人間としての生き方を考える。 

         ・作品の展開と表現の特色に注意して読み、主人公の心の動きをとらえる。 

○ 単元計画（全９時間） 



    - 4 - 

 

４ 検証計画 

 

５ 授業実践 

○ 本時のねらい  支援教材を活用して、「夏の葬列」に対する自分の考えや思いを文章で表現する。 
○ 準備      生徒―教科書、筆記用具、ファイル 
         教師―支援教材・フロッピーディスク・原稿用紙(手書きを希望する生徒のため) 

○ 利用環境    Microsoft Office Word 2003      Microsoft Internet Explorer 
○ 場所      コンピュータ室                      
○ 展開 

学習活動 時間 指導上の留意点 評価項目（評価方法） 

１.感想文を書く目的

や 支 援 教 材 の 活

用の仕方について

知る。 

２.電源を入れ、支援

教材を開く。  

 

 

３.感想を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

４.書いた文章を保存

する。 

 

１０ 

 

 

 

５ 

 

 

 

３０ 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

・感想文を書く目的について説明し、原稿用紙を埋めればいいという考え方

から脱却させる。 

・コンピュータの扱いが苦手な生徒にも分かるよう説明の仕方を工夫する。 

 

・教え合いながら作業するよう指導する。 

・机間巡視を行い、画面を確認するとともに、うまく開けない生徒に対しては

個別に支援する。 

 

・じっくり書くよう声をかける。 

・コンピュータでは書けないという生徒には、手書きをしてもよいと声をかけ

る。 

・コンピュータにトラブルが起きたときは、空いている台に移動して継続させ

る。 

・思いや考えたことを書くよう指導する。 

・机間巡視を行い、画面を確認するとともに、書けない生徒に対しては個別

に支援する。 

・途中の文章の保存方法について確認し、確実に保存させる。終了の操作

について指導する。 

・次時に続きを書くことを確認する。 

 

・支援教材の活用の仕

方 が 分 か っ た か 。 （ 観

察） 

・支援教材を開くことが

できたか。（コンピュータ

の画面） 

 

・自分でコースを選んで

感想文を書こうとしてい

るか。（観察・書いた感

想） 

 

 

 

 

・感想文をフロッピーに

保 存 す る こ と が で き た

か。（観察・フロッピーデ

ィスク） 

時間 主な学習活動 

（下線部はコンピュータ室で学習する場合を示す） 

指導上の留意点や支援 

※個に応じた指導の工夫にかかわることなど 

１ 作品を読んで、印象に残った登場人物や出来事、表現について

感想を書き、発表し合う。 

※自分なりの感想を大切にするよう指導する。 

・難語句などは辞書を使って調べさせる。 

２ 場面の構成について考え、その特徴について話し合う。 ・一行空きを手がかりとして構成をつかませる。 

・登場人物、過去と現在の確認をすることにより物語の内容をつかむ手がかりとさせる。 

３ １・２場面のできごとと主人公の心情の変化について読み取る。 ・比喩表現や作者独特の表現の仕方に気付かせる。 

・おれ、僕、かれの使い分けに着目させる。 

４ ３場面のできごとと主人公の心情の変化について読み取る。 ・比喩表現や作者独特の表現の仕方に気付かせる。 

・おれ、僕、かれの使い分けに着目させる。 

５ 

 

４・５場面の、できごとと主人公の心情の変化について読み取る。  ・比喩表現や作者独特の表現の仕方に気付かせる。 

・作者の気持ちの変化を感情曲線を使ってつかませる。 

６ 最初と最後の場面を比較し、主人公の思いについて話し合う。  ・情景描写に着目し、文章から読み取れることを確認しながら学習させる。 

７ 

本時 

主人公はこれからどう生きていくのか、この物語からどんなことを

感じたかなど、感想文を書く。 

・コンピュータや支援教材の活用の仕方を分かりやすく指導する。 

・コンピュータを活用して、自分なりの考えや思いを表現させる。 

※書くための支援教材を活用する際、自分でコースを選んで進められるようにする。 

※コンピュータの操作能力の差を考慮し、机間巡視で支援する。 

８ 主人公はこれからどう生きていくのか、この物語からどんなことを

感じたかなど、感想文を書く。 

・コンピュータを活用して、自分なりの考えや思いを表現させる。 

※コンピュータの操作能力の差を考慮し、机間巡視で支援する。 

・視点を示して、推敲の手がかりとさせる。 

９ 

 

感想文を読み合い、様々な考え方に触れる。 ・感想を書き込むにあたっては、相手の気持ちを考えて書くよう指導する。 

・たくさんの感想を読んでみるよう、声をかける。 

検証の観点 検証の方法 処理・解釈 

○ 書くことへの抵抗感を

減らすことができたか。 

○ 自分の感じたことや考

えたことを表現することが

できたか。 

・アンケート 

・取り組みの様子 

・作品 

・アンケート 

・事前と事後のアンケートを比較することにより、意欲の違いを判断

する 

・作品の中で考えが書いてある部分の割合を調べる。 

・アンケートによる自己評価を分析する。 
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Ⅴ 実践の結果と考察 

 

１ 書くことへの抵抗感を減らすことができたか 

本校の生徒の書くことへの抵抗は非常に大きい。

「書くことは嫌い」「どちらかというと嫌い」を合

わせると 80％、「書くことに苦手意識を持ってい

る」という生徒も 70％を超えてしまうという状況

であった。 

 これらを解消し、書くことへの抵抗感を減らそ

うと考え作成した本教材を使って感想文を書いた

ところ、「コンピュータの方が書く気になった」が

80％、「楽しかった」「どちらかというと楽しかっ

た」が 93％となった（図５･６）。コンピュータを

使うことへの興味もあると思われるが、それにし

ても感想文を書くことに対しての抵抗感を減らす

ことができたと言える。生徒の感想からもその意

欲を感じることができた。また、普段なら書くこ

とに不平不満を述べる生徒も集中して取り組み、

キーボード入力の音が響くような授業(図７)であ

った。しかし、コンピュータ操作に苦手意識を持

っている生徒、日頃から書くことに慣れている生

徒は戸惑いも感じていたようである。 

 

図５  コンピ ュータと 手 書 きではどちらが書 く気    

になるか。 

     

図６ コンピュータを使って書いた感想 

 

○ 生徒の感想 

・とても書きやすかった。今回は楽に書いて楽し

みながらできた。   図７ 授業の様子 

私の場合１回で決

まるのではなく、

何度も考え直して、

書いて消してを繰

り返す書き方なの

で、手書きは面倒

になる。 

・消すのも書くのも簡単だし、早くできるから流

れるようにできて頭に書くことが出てきやすい。 

・漢字の変換や間違ったときは結構楽でいいけれ

ど、いつも手書きだからとまどった。慣れるまで

に時間がかかった。 

  

２ 自分の感じたことや考えたことを文章に表現する

ことができたか。 

書くことに対する抵抗感が強い生徒たちである

が、支援教材を使ったことにより、図 8 で示す通

り「難しい」という意識を軽減できたと考える。 

 

図８ 支援教材を使って書くのは難しかったか 

         

しかし、考えを表現することに対しては、図９

のように感想が分かれた。「手書きの方が考えを書

ける」と答えた生徒は約７％と少なく、書くこと

に対しての能力が比較的高く、日頃から書くこと

に慣れ親しんでいるという傾向がある。「どちらと

もいえない」と答えた生徒はコンピュータに苦手

意識をもっている生徒と前述のように書くことに

抵抗感をもっていない生徒だった。また、「コンピ

ュータで支援教材を使った方が考えを書くことが

できた」という生徒は約 60％と半数を超えた。そ

の理由として質問形式であったこと、書き出しの

ヒントがあったことを挙げている生徒が多かった。

考えたこと、思ったことはあるがそれをどのよう

に書いたらいいのか迷ってしまい、なかなか書き

出せない生徒には、支援教材が表現するための手

だてとなったようだ。 

手書きのほうが書く

気になった

0%

コンピュータのほう

が書く気になった

80%

どちらともいえない

20% 手書きのほうが書
く気になった

コンピュータのほう
が書く気になった

どちらともいえな
い

楽しかった

50%どちらかというと

楽しかった

43%

どちらかというと

つまらなかった

7%

つまらなかった。
0% 楽しかった

どちらかというと楽し
かった

どちらかというとつま
らなかった

つまらなかった。

楽にできた
37%

どちらかといえ
ば難しかった。

17%

難しかった。
3%

どちらかといえば

楽にできた

43%

楽にできた

どちらかといえ
ば楽にできた

どちらかといえ
ば難しかった。

難しかった。
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図９ 手書きとコンピュータの比較 

  

また、仕上がった感想文を読んでみるとあらす

じよりも自分の考えや思いが表現されているよう

に感じられた。全員が読んでいるので内容を紹介

する必要がない点、授業で取り組んだ点などから

厳密には比較にならないかもしれないが、夏休み

に宿題として提出させた読書感想文と内容（感想

が書いてある行数）を比較してみたところ、図 10

のグラフで示す通り、支援教材を使って書いた方

がはるかに考えや思いを表現できていることが分

かった。文章としては夏休みに書いた感想文の方

が長いが、考えや思いを書いた部分は支援教材を

使った方が多い。このようなことから、感想を書

くのに本教材が有効であったということができる

と考える。コンピュータを使ったことによる意欲

の高まりと関連して、効果を上げることができた

のではないかと考えている。 

  

図 10 夏休みの感想文と夏の葬列の感想文の 

   感想が書いてある行数の比較 

 

○ 生徒の感想 

・ヒントとかを見て参考にすることができたので

いつもより早く文を作ることができよかったです。 

・いつも感想文て、どんなことをかけばいいのか

すごく迷ったけれど、今回は文を書く前に「文の

書きはじめ例」などがあったのでいつもより書き

やすかったです。 

○ 生徒の作品 

 書くことに対して拒否感を持っており、書く能

力も低位層の生徒（ふだんの作文は３～４行程度）

の感想文 

 

 
 

Ⅵ 研究のまとめと今後の課題 

  

コンピュータを使って感想文を書くことは生徒

の抵抗感を減らすのに有効であった。そして、本

教材を活用することで、生徒の考えを引き出し、

文章で表現させることができたと考える。しかし、

書く力の個人差に加えて、コンピュータ操作能力

の個人差にどう対応していくか、国語科としてコ

ンピュータを活用する場をどう設定するか、考え

ていく必要がある。また、表現した考えをどのよ

うに伝え合っていくのか、伝え合うことによりど

のように考えを広め深めていくのかが今後の課題

であると考えている。 

 

＜商標＞ 

※ Microsoft Office Word お よ び Microsoft 

Internet Explorer は Microsoft 社の米国およ

びその他の国における登録商標です。 

 

（担当指導主事 根岸  卓 ） 

 

行数（１行は２０字）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

夏の葬列の感想文

夏休みの感想文

０～９ １０～１９ ２０～２９ ３０～３９ ４０～４９ ５０～

手書きの方が考え

を書ける

7%

どちらともいえない

33%

コンピュータの方が

考えを書ける

60%

手書きの方が考
えを書ける

コンピュータの方
が考えを書ける

どちらともいえな
い


